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当所農業振興普及部主催で、第２回いわき地域新農業人レベルアップ塾を開催したところ、関係者含め

１７名の参加がありました。

今回は、福島県農業会議担い手・経営対策部の鈴木正洋部長に、「農業者年金について」というテーマ

で、農業者年金の概要やメリット、他の各種制度との違いなどについてお話いただきました。

また、当所職員からは、安全な農作物を生産するために必要な「農薬の使い方」について説明しました。

参加者からは、「農業者年金の手続きや加入条件など、これから就農するにあたり経営面で参考になった」、

「農薬の基本的なことや、注意点などをあらためて確認出来た」との感想がありました。

今年度は、あと２回開催を予定していますので、就農希望者、新規就農者、農業経営を改善したい農業者

はぜひご参加ください。

＜第３回＞ 日時：令和８年１月30日（金）13：30～15：30

場所：いわき合同庁舎４階大会議室

内容：雇用のやり方、求人方法、気をつけること等、労働力確保に関すること

＜第４回＞ 日時：令和８年３月12日（木）13：00～15：30

場所：いわき合同庁舎西庁舎２階会議室

内容：経営改善手法としてのGAPや簿記等の取組について

参加申し込みは、農業振興普及部（電話0246－24－6162）までご連絡ください。

（農業振興普及部）

第2回いわき地域新農業人レベルアップ塾 12月5日（金）

▲鈴木正洋部長の講演 ▲出席者から活発な質問



新たに鈴木信男さんが、ふくしま県ＧＡＰを取得

江畑町で米を生産している鈴木信男さんが、このたび、ふく

しま県GAP（FGAP）を取得しました。１１月１２日（水）に

は、いわき農林事務所 上野所長より鈴木さんに認証書と、

FGAP認証マークが印字されたのぼり等が手渡されました。

鈴木さんは、「安心できる米を提供するために、生産工程・

管理をしっかりするとともに、生産性の向上に結びつけたい。」

という目的のもと、FGAPを取得したとのことです。FGAP取得

後は、福島県のブランド米である「福､笑い」を生産していく

そうです。

当所では引き続き、食品の安全性向上や、農業経営の改善などに向け、GAPの取得・継続を支援してまい

ります。

（農業振興普及部）
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いわき農林水産ニュース 令和7年12月号（第250号）

11月12日（水）

▲ふくしま県GAPを取得された鈴木信男氏（右）

県内最大級の就農相談会の開催

「ふくしま農業人フェアinいわき」をいわき産業創造館（ＬＡＴＯＶ ６階）で開催しました。会場には、

県や市町村、ＪＡ、農業団体、農業法人、県認定研修機関等が自営独立就農や雇用就農に向けた相談ブー

スを設けるとともに、先輩農業者から直接話を聞けるブースを設営し、様々な就農相談に対応しました。

今回は、県内外から４８名の相談者が来場し、退職後に農業を生業として雇用就農を目指す方や果樹で

第三者継承を希望する方等の相談者に対して、いわきの気候に適する農作物の紹介、農地の確保、補助事

業等の支援策、技術習得に向けた研修機関先を紹介しました。

当所では、農業に興味がある方、本格的に独立就農を目指している方、農業法人への雇用就農を検討し

ている方等が安心して就農できるよう、引き続き関係機関・団体と連携した伴走支援を行ってまいります。

いわき地方での就農を検討している方は、当所農業振興普及部（0246-24-6162）へご相談ください！

（農業振興普及部）

▲県総合窓口ブースで相談を受けている様子▲看板

11月30日（日）



梨生産者に向けたスマート農業機械実演会

梨栽培におけるスマート農業による軽労化や省力化を図ることを目的に、いわき市平上平窪の梨園で、

いわき梨生産部会を対象にスマート農業機械実演会を開催しました。

今回は、初の試みでロボット草刈り機と非動力系アシストスーツの実演を行い、生産者及び関係者含め

25名が参加しました。参加者は、ロボット草刈り機について、通常日中行う草刈り作業をロボットが夜に

自動で稼働することや、雨でも走行できること、常に雑草の高さが低く維持されること等、作業性向上の

面でメリットがあることを知ることができました。一方で、機械導入とシステム設置費用が100万円程度

かかることから、導入コストが課題との意見が出されました。

今後は補助事業等の活用も含めてスマート農業の導入推進を図ってまいります。

（農業振興普及部）

▲実演中のロボット草刈り機▲メーカーの話を聞く生産者
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いわき長ネギ選果調製施設の操業が開始！

福島さくら農業協同組合いわき長ネギ選果調製施設の操業開始式が執り行われました。いわき長ネギ選

果調製施設は、生産者の高齢化や担い手不足、選果調製作業の負担といった課題を解消し、産地を維持す

ることを目的に新しく建てられました。

今年は、７月以降の高温少雨の影響で生育が停滞し、出荷がそろうのは遅れ気味ですが、白根がまっす

ぐで甘い長ネギに仕上がっています。いわき地方ではネギが周年栽培されていますが、中でも１１月～３

月の秋冬ネギが販売量の９割を占めており、「いわき長ネギ」として市場に出荷されています。

鍋の具材として、焼きネギとして、様々な料理で「いわき長ネギ」をご堪能ください。

（農業振興普及部）

▲操業開始式でのテープカット

11月21日（金）

▲選果調製施設の稼働デモ

11月21日（金）
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農家の声が聞ける！農業相談バスツアー（inいわき）

いわき地方で就農を考えている首都圏在住の方向けに、日帰りの「農業相談バスツアー」を開催しまし

た。ツアーには、近い将来いわき地方に移住し就農を考えている首都圏在住の３名と、地元出身の３名が

参加しました。

最初に、親バカトマトや水稲を生産する農事組合法人 菊田の郷 助川農園で、トマトの栽培方法やトラ

クター、コンバイン等の農業機械の説明を受けた後に、農産物直売所「そのふぁ」で関係機関との交流会

を行いました。

参加された方々からは、「どういった就農支援があるのか」、「体験を通じて農業の大変さを知った」

など、様々な質問や感想があり、参加者にとって大変貴重な体験となったようでした。

当所では、今後も移住就農に向けた支援に取り組んでまいります。

（農業振興普及部）

▲助川氏の説明を聞く参加者 ▲交流会の様子

11月15日（土）

いわき市立御厩小学校で花の寄せ植え体験

いわき地方フラワーネットワークでは、花や緑に親しむ

機会を通して優しさや美しさを感じる気持ちを育むととも

に、県産花きの理解醸成を図る教育活動（花育：はないく）

に取り組んでいます。今回は、いわき市立御厩小学校の5年

生41名を対象に、いわき市産花きを使用した寄せ植え体験

を開催しました。

はじめに、福島県やいわき市内で栽培されている花きを

紹介し、身近な場所で花が作られていることを知ってもら

いました。

その後、有限会社磐植の指導の下、寄せ植え体験を行いま

した。児童たちはみな寄せ植えをするのが初めてで、自分なりにきれいに見えるように配置を考えたりす

るなど、目を輝かせて取り組んでいました。児童たちからは、「楽しかった」「またやってみたい」「母

の日に花を買ってみたい」等の声があり、好評でした。

当所では、花きの生産のみならず、花育を通して消費拡大についても支援してまいります。

（農業振興普及部）

▲県産花きの説明を聞く児童たち

12月11日（木）

いわき農林水産ニュース 令和7年12月号（第250号）



いわき地方有害鳥獣被害防止対策会議

福島県いわき合同庁舎において、「令和７年度いわき地方有害鳥獣被害防止対策会議」を開催しました。

会議では、構成員であるJA福島さくらいわき統括センター、福島県農業共済組合、いわき市とともに、鳥

獣による農作物の被害や捕獲状況、鳥獣被害対策のモデル集落の取組などについて報告し、今後の推進方

針について協議しました。

いわき市内では、農作物の被害状況としてはイノシシによるものが多いことから、イノシシを中心とし

た対策に取り組むことが重要です。また、最近では県内各地でクマの出没が増加していることから、クマ

対策についても協議しました。当所といたしましては、引き続き関係機関と連携して有害鳥獣被害防止対

策に努めてまいります。

（農業振興普及部）

▲いわき地方有害鳥獣被害防止対策会議の様子
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いわき地方特定家畜伝染病防疫演習

特定家畜伝染病対策いわき地方本部（いわき農林事務所）は、遠野町内において高病原性鳥インフルエ

ンザの発生を想定した防疫演習を開催しました。

本病が発生の際は、迅速かつ的確な防疫措置と感染防止対策が急務となります。午前の埋却演習には、

埋却班担当（県及び市職員）及び県建設業協会や養鶏農家の４８名が参加。バックホーによる埋却地の掘

削後、防護服等を装備した防疫作業員は、消石灰散布やブルーシート敷設、フレコンバッグ埋設まで、一

連の防疫措置作業を体験しました。

午後の消毒ポイント演習には、消毒ポイント班担当職員（県及び市職員）の４１名が参加。ウイルス拡

散防止のため制限区域に設置する消毒ポイント設営や車両の誘導、動力噴霧器の使い方について受講後、

３名１組となり車両の引込み・徐行誘導、車両等の消毒、車両消毒証明書発行など、一連の業務を確認し

ました。

（農業振興普及部）

▲埋却演習の様子

11月11日（火）

11月26日（水）
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林道「永井川前線」が全線開通

いわき市三和町下永井地区と川前町川前地区を結ぶ永井川前線は、いわき市の北西部に位置する林道です。

森林整備の促進・山村地域の振興・定住環境の改善等を目的として、平成16年度に事業採択（県営事業）と

なり、延長7,348m、車道幅員4.0～5.0mの１車線林道として、平成17年度から工事を実施してきました。

台風で法面の一部が崩落するなど、これまで多くの困難に見舞われながらも着実に工事を進めてきた結果、

着工から21年目となる令和7年10月27日に工事が完了して全線開通しました。

今後は、当該地域における適正かつ計画的な森林管理や木材輸送の効率化による林業振興だけでなく、災

害時の迂回路としても機能し、地域振興や安全・安心な生活環境の改善に貢献するものと考えています。

工事の実施にあたっては、長年にわたり地域の行政区や土地所有者のみなさまに多大なるご理解とご協力

を頂きました。また、施工業者の安全かつ良質な施工により、労働災害もなく無事工事を終えることが出来

ました。この場を借りて御礼申し上げます。ありがとうございました。

（森林林業部）

▲永井川前線終点とJR磐越東線 ▲完成写真（全線舗装道路）

１１月４日に小名浜東小学校の３年生及び４年生を、１１月６日には高坂小学校３年生を対象に、木と

のふれあい創出事業における「出前講座」を開催しました。

これは、福島県森林環境税を活用した事業で、木工工作指導等を通じ、木材と私たちの生活の繋がりに

ついての関心を深めてもらうことを目的に行っており、今年度はいわき市内の小学校７校での実施を計画

しています。

小名浜東小学校では、講師に迎えた田人林業研究会の緑川平隆さんが、３年生には金づち、４年生には

ノコギリの使い方についての指導を行った後、児童は木材を使って思い思いの作品を制作しました。

また高坂小学校では、当事務所の職員が講師を務め、森林に生育する木の話や金づちの使い方の指導を

行った後、児童は作品制作に取り組みました。

児童は普段使わない道具に最初のうちは悪戦苦闘していましたが、コツをつかむとスムーズに作業を進

められるようになりました。

このような講座が木材に関心を持つきっかけとなるよう、引き続き取組を進めてまいります。
（森林林業部）

木とのふれあい創出事業「出前講座」 11月4日（火）、6日（木）

▲講師の緑川さん ▲高坂小での授業の様子▲小名浜東小での授業の様子

10月27日（月）

いわき農林水産ニュース 令和7年12月号（第250号）



ほ場整備における先進技術導入研修会

農地中間管理機構関連基盤整備事業瀬戸地区において、当所の主催で、ほ場

整備における先進技術導入研修会を開催しました。

瀬戸地区は、令和６年に採択され、ほ場整備の実施により担い手への農地集

積をするとともに、高収益作物の導入による農業経営の持続的な安定性の確保

を目指しています。

このような中、地域の担い手農家から、更なる営農効率の向上と労力軽減が

求められており、その手法としてスマート農業の取組が進められています。

瀬戸地区では、スマート農業の導入に向け地域との検討を重ね、ほ場整備工

事の中で排水路の暗渠化やターン農道を試験的な取組として進めており、維持

管理の負担軽減などの状況を今回、県内の県機関、市村や研究機関等のほ場整

備関係者約50名に対して説明を行いました。

スマート農業は、現地に合わせた工夫が必要であり、担い手農家との合意も

不可欠です。本取組が県内の参考となるよう、引き続き地元の声を聴きながら

工事を進めてまいります。

（農村整備部）
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11月13日（木）

▲当所職員から説明をしている様子

▲暗渠排水路

▲小川江筋源門 ▲平中塩水門

水土里を育む普及促進事業を活用したいわき市立平第六小学校の「小川江筋を学ぶバスツアー」が行われ

ました。

このツアーでは、農業水利施設の役割と維持管理の大切さや農地の多面的機能を理解することを目的とし

て、小川江筋最上流の夏井川から取水する小川江筋源門(取水堰)から小川江筋終点までを巡りました。

参加者は４年生３０名で、磐城小川江筋土地改良区職員から小川江筋の歴史、大雨による災害時の状況、

頭首工、サイフォン、水門等の農業水利施設の説明や操作体験により、各施設の機能や維持管理の大切さ、

維持するための苦労などを学びました。

さらに、小川江筋の受益地末端近くにある大浦カントリーエレベーターでJA職員から説明を受け、施設の

役割や米の収穫から精米までを学びました。

参加した児童は、初めて見る施設に興味津々で、多くの児童が積極的に水門の操作を体験し、「施設の大

切さがわかった」「小川江筋や水田について洪水防止などいろいろな働きがあることがわかった」など施設

の大切さを感じていたようでした。

今後も小学校や土地改良区と連携して、農業用施設の理解促進の活動を支援してまいります。

（農村整備部）

小川江筋を学ぶバスツアー

いわき農林水産ニュース 令和7年12月号（第250号）

みどり

11月13日（木）



いわき市漁業協同組合が豊間漁港（沼之内地区）にて朝市を開催しました。このイベントの目玉は、なん

と「鮮魚の詰め放題」。同組合沼之内支所および四倉支所の底びき網漁船が水揚げした魚介類（ヒラメ、タ

チウオ、マダイ、ホウボウ等）を参加者自らが自由に選び、専用箱（１箱１,０００円）のフタが閉まるまで

詰め放題を楽しむことができるものです。多くの方がこの企画を目当てで来場し、開始時間の３時間前から

並ぶ方もいました。

鮮魚詰め放題の他には、「ホッキガイ詰め放題」と「しらす干しのすくいとり」（いずれも専用容器への

詰め放題）、「沼之内支所女性部による魚料理のふるまい・販売」（ふるまい：サンマのつみれ汁、販売：

アンコウとメヒカリの唐揚げ）、子ども限定ホッキガイむき体験が行われました。どのブースも大盛況であ

り、来場者は５００人を超える程でした。

（水産事務所）

▲鮮魚の詰め放題

朝市 in 沼之内開催！
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▲子ども限定ホッキガイむき体験

11月13日（木）

12月13日（土）

いわき市文化センターにおいて、当所主催の令和７年度多面的機能支払交付金いわき方部研修会を開催し

ました。

多面的機能支払交付金は、地域の農地維持、草刈りや景観形成等の共同活動を支援していますが、全国的

な高齢化や人口減少により人手不足が進み、活動の継続を断念する組織も出ており、いわき管内においても

同様に課題となっています。そのため、今回の研修会では、今後も活動を継続するための地域間で人の関わ

りを深め協力していただく関係人口創出の取組を紹介するとともに、活動における注意点について説明を行

いました。

また、近年頻発している集中豪雨の被害を軽減する取組である「田んぼダム」の説明を行い、今年度いわ

き管内で現地実証を行っている戸田環境保全会から具体的な取組状況について説明がありました。

当所では、今後も様々な情報提供を行うことで、多面的機能支払等を活用した持続的な営農、農村地域の

活性化に向けた取組の支援を行ってまいります。

（農村整備部）

多面的機能支払交付金いわき方部研修会

▲研修会の様子

11月21日（金）

いわき農林水産ニュース 令和7年12月号（第250号）



食品表示あれこれ ⑨お米の表示～適切な商品選択のために～
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（企画部）

いわき農林水産ニュース 令和7年12月号（第250号）

近年のお米の価格の上昇とともに、様々な種類のお米が商品棚に並ぶようになりました。消費者目線で、

適切な商品選択をするために役立つ、表示の見方をご紹介します。 

●単一原料米（いわゆる銘柄米）の一括表示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●複数原料米（いわゆるブレンド米や輸入米）の一括表示 

複数種の原料玄米をブレンドしている場合は、「複数原料米」と表示し、様式に使用割合が追加されま

す。また、単一の原料米を使用していても、その根拠資料がない場合も同様です。 

 単一原料米と比べて安価なものが多いですが、パッケージや表示欄などの表示内容を確認し、品質と価

格に納得できる商品を選びましょう。 

（１）国内産のブレンド米の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）輸入米の場合 

 

 

 

 

 

名 称 精   米 

原 料 玄 米 

産 地 品 種 産 年 

単一原料米 

 福島県産  福笑い   令和７年産 

農産物検査証明による 

内 容 量 １０ｋｇ 

精 米 時 期 令和７年１２月上旬 

販 売 者 

●●米穀 株式会社 

福島県いわき市平字梅本 15 

0246-●●-●●●● 

名  称 精   米 

原料玄米 

産 地 品 種 産 年 使用割合 

複数原料米 

国内産             １０割 

〔福島県産 ○○○  令和７年度  6 割〕 

〔福島県産 ▲▲▲  令和７年度  4 割〕 

（略） 

名  称 精   米 

原料玄米 

産 地 品 種 産 年 使用割合 

複数原料米 

米国産             １０割 

〔カリフォルニア州         １０割〕 

（略） 

「単一原料米」とは 

産地、品種及び産年が同一で、その根拠を示

す資料を保管している玄米を原料としている

お米のこと。この場合、お米の包装に、産地、

品種及び産年が明記されています。 

また、根拠となる情報の確認方法を表示して

いる場合もあります（任意表示）。 

「新米」とは 

一括表示欄外に「新米」の表示がされている

のは、原料玄米が生産された年の 12 月 31 日

までに容器包装された玄米、または、精白・容

器包装された精米です。 

その他の付加価値を有する商品 

有機栽培を行った作物には有機 JAS マーク（左）、

化学肥料や農薬を一定以上削減して栽培した作物

には特別栽培農産物のマーク（右）が付されます。 

いずれも、第三者機関の認証を受けたものです。 

「複数原料米」とは 

単一原料米以外のもので、原料玄米の産地、

品種若しくは産年が同一でない玄米を原料と

しているお米のこと。 

表示事項について 

産地、品種及び産年（表示例の太字以外の部

分）について、販売者はその根拠資料を保管し

ている情報のみを表示することができます。 

その場合、表示例の太字部分の下に括弧書き

で、お米の種類ごとの情報が表示されます。 

ちなみに、今年放出された備蓄米は、括弧書

きなしで販売されることが多かったようです。 



いわき地方の農林水産物モニタリング検査結果（令和７年11月分）

令和７年11月末現在、いわき地方の農林畜水産物のうち、出荷制限等の対象となっている品目は（表

２）のとおりです。

出荷制限等品目は、出荷・販売だけでなく、宿泊施設等での提供や加工用原材料として使用することも

できません。また、自主検査等により基準値（100Bq/kg）以下であっても出荷・販売はできませんので

ご注意ください。

（表２）農林畜水産物の出荷制限等品目（令和７年11月末日現在）

令和７年11月の農林畜産物モニタリングでは、８品目10検体を検査し、全ての検体について放射性セ

シウムが基準値(100Bq/kg)を超えたものはありません。内訳は（表１）のとおりです。

また、令和７年11月の水産物モニタリング検査では、158検体の海産魚介類を検査し、すべての検体に

ついて放射性セシウムは検出されませんでした。

(表１)品目と検体数

６次化商品の紹介

いわき地方の出荷制限等品目

※１ わらび（栽培）で出荷・販売できるものは、安全性が確認されたほ場で生産されたものに限ります。（市内該当生産者23名のみ）

※２ 野生きのこは、摂取も制限されています。
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ギンナン１、ユズ１、サツマイモ１、カキ１、菌床しいたけ（施設）１、大豆１、牛肉３、

原乳1

いわき農林水産ニュース 令和7年12月号（第250号）

制限、自粛 区分 品目 

出荷制限 
山菜 

たけのこ、ぜんまい、たらのめ（野生のものに限る）、わら

び（野生のものに限る）※１、こしあぶら 

きのこ 原木なめこ（露地）、野生きのこ※２ 

自粛 山菜 さんしょう（野生のものに限る） 

 



第２回 高校生発！ Iwaki ならではグルメをつくろう レシピ紹介

【レシピを参考に作ってみました】
リピート確定の美味しさでした。正直、ネギと蒸しパ

ンの相性に不安を覚えていたのですが、甘みと食感がく
せになる一品でした。ネギは少量ではなく、多めに入れ
ることをおすすめします。

（担当 S.U）

レシピ集はこちら！

地元農産物の魅力を発信するため、市内の高校生と飲食店等が共同でいわきならではのグルメを開発す

る、「高校生発！ Iwaki ならではグルメをつくろう」。

今回は応募のあった中から、「甘じょっぱいがくせになる ネギたっぷりの味噌蒸しパン」のレシピを

紹介します！
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あとがき

!

あとがき

2025年も残りわずかとなりました。年末年始に向け

て慌ただしい時期ではありますが、１年を振り返りなが

ら来年への準備も進めていきましょう。

今年は、天候や生産環境の変化に加え、需要の回復な

どが重なり、コメを取り巻く状況が大きく動いた１年と

なりました。国産への関心が高まった流れを前向きに捉

え、水稲をはじめとしたいわき市農林水産業も、さらな

る発展を目指していきたいですね。本年もありがとうご

ざいました。どうぞ良いお年をお迎えください。

（担当 S.U）

今月号に掲載した場所はこちら！

①福島さくら農業協同組合いわき長ネギ選果調製施設 (P3)

平下片寄地内

②農事組合法人菊田の郷 助川農園（P4)

錦町馬場163

③永井川前線（P6)

三和町下永井～川前町川前

④瀬戸地区 (P7)

瀬戸町十三石地内

⑤小川江筋源門 (P7)

小川町上平字光平

⑥豊間漁港（P9）

平沼ノ内字浜街（沼之内地区）

⑦ヘレナストロベリーランド（P10）

添野町頭巾平66-3

い
わ
き
三
和
I.C.

い
わ
き
中
央
I.C.

小
野

国道

高速

いわき市
ＭＡＰ

①
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⑥

③

⑦

⑤

④ ②
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